
短　報 208（中層雲）

中層雲にあいた円形の穴＊

半　田 孝＊＊　正　木 明＊＊＊

　1988年1月19日15時40分頃，東大阪市花園東町におい

て，見事な円形の穴があいた雲が西方から移動してくる

のを発見し撮影した（写真一1）．周辺の雲も含めて巻層

雲や巻積雲に見えたが，後述するように雲の高さは5～

6kmぐらいと考えられるので，中層雲とした方がよい

であろう．

　フィルムに写ったこの穴の像の大きさから視直径（長

径）を計算すると23。であった．もし，この穴が水平で

完全な円形であったとすると，見かけの長径と短径の比

（1．65：1）から仰角は37。と計算されるが，現地での目

測では45。位あったように思う．

　いま仮に，この穴の仰角を45。，視直径を23Q，雲の

高さを6．Okmとしてこの穴の直径を計算すると3・4km

となる．

　写真は続けて3枚撮影したが，短時間（おそらく1分

以内）の形状の変化は認められなかった．約10分後に撮

影地点から約2km西方に離れた地点からもう一度この

雲の穴を探したが，目指した雲ははるか東方へ移動して

しまってよくわからなかった．

　雲にあいた穴については，これまでも高積雲にあいた

不規則な形のもの（写真一2）や巻層雲にあいた蜂ノ巣状

のもの（写真一3）は見たことがあったが，今回のような

　　　　　写真1　中層雲にあいた円形の穴

1988年1月19日15時40分．東大阪市近鉄東花園駅付近に

て．フジ・レンズ付きフィルムにて撮影．

　＊A　hole　in　middle　cloud．

＊＊Takashi　Handa，大阪府立花園高等学校

＊＊＊Akira　Masaki，神戸海洋気象台
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　　　　写真2　高積雲にあいた穴

1981年9月14日17時30分．東大阪市・大阪府立
花園高等学校にて．35mm広角レンズ使用．

きれいな円形のものは初めてであった．

　当時の気象状況を調べると，かなり深い気圧の谷が日

本の東海上に抜けたあと，日本付近は大陸からの移動性

高気圧におおわれ，この高気圧が東進するにつれれて西

日本は高気圧の後面に入り，弱い気圧の谷の接近で中・

上層雲が拡がっていた．気象衛星rひまわり」の雲画像

（写真一4）では，日本の南岸沿いに走るジェット気流に

沿って，上層雲（Ci）が東西にのび，その北側に九州南

部，四国から瀬戸内沿岸にかけ中層雲が拡がっている．

上層の弱い気圧の谷に対応して日本海には中・下層雲の

まとまりがみられる．西日本局地地上天気図（19日15時）

から雲分布をみると，近畿地方では雲量1／8～3／8程度の

高積雲と巻雲があり，まだ晴れている．四国から中国地

方と九州南部は中層雲がほぽ全天をおおっている．

　35。Nに沿った高層断面図（第1図）でみると，550

mbから450mbにかけての気層は相対的に湿潤（T－

Tdく3。C）である．rひまわり」の雲画像解析からも中・

四国の雲は高度が700mb～400mbとなっていた．これ

らの観測結果から穴のでぎた雲は雲底高度が500mb前

後（約5km～6km），温度が一15。C～一20。Cで，15

時に中・四国東部まで拡がっていた中層雲（Ac）とみら

れ，近畿地方に拡がってくる過程で穴ができたと考えら

れる．総観規模的なスケールではあるが，輪島，米子，

潮岬の3地点高層風から収束・発散を求めると，9時，

　　　　　　　　写真3　巻層雲にあいた穴

1980年10月9日13時00分．東大阪市・大阪府立花園高等学校に

て．200mm望遠レンズ使用．
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写真4　1988年1月19日15時OO分の気象衛星写真（赤外線）

15時とも600～500mb面では発散（div；2～3×10－5／sec）

で下降流であった（第2図）．

　パイ・ットなど航空関係者によれば，この種の雲の穴

は高積雲や層積雲で時々みられ，近傍を飛行すると下降

気流を体験することが比較的に多いということである．

高橋登氏（元全日空大阪運航所）からは，東京都小平

市上空の雲の穴を撮影した写真を送って頂いた（写真一

5）．

　雲の穴については，これまでも随分多くの報告がある

が，今回のような見事な円形のものはさすがに少なく，

篠原武治・山口協（1960）飯田睦治郎（1978），Petter

Hobbs（1985）の例がこれに似ている．

　雲の穴の成因については，さまざまに論議されている

が，人為的（航空機の飛行，人工降雨）あるいは自然に

起きる雲の氷晶化現象（glaciation3過冷却水滴でできて

1989年1月

瞠

　　　　　写真5　高積雲にあいた穴

1974年10月10日12時30分．東京都小平市津田町に

て．高橋登氏撮影．
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　　　　　　の鉛直分布

（ハッチ部分は3。C以下，点線は気温逆転層を示す）

いる雲中で氷晶化が起って落下し，穴があく）という説

が有力であり，局所的な下降気流の存在も可能性として

考えられる．このような現象と成因について皆さんはど

のように考えられるだろうか．
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第2図　米子・輪島・潮岬の高層風から求めた
　　　　収束・発散（Div）と上昇速度（Ω）
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